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中国はインターネット大国

大きな国

中国が何と言っても大きな国だということは、北京

を訪問しただけでも感じる。たとえば天安門広場だ。

地図の上では単なる広場のように見えるが、実際に広

場に立つと、いつでも不思議な迫力に圧倒される。

インターネットの世界でも中国の存在感が増している。

APNIC の1999年の統計によると、アジア太平

洋地域で割り当てられたIPアドレスは、日本に27％、

中国に19％、韓国に19％、オーストラリアに15％、台

湾に8％の割合である。中国は大きな割合を占める。

ところが、インターネットのホスト数の統計 を

見ると、2000年1月現在で、日本が2,636,541台、オース

トラリアが1,090,468台、台湾が597,036台、韓国が

283,459台、中国は71,769台に過ぎない。この統計は

日本や中国のホスト数を米国から見てカウントしている。

このホスト数の統計でみると、中国の順位がAPNICの

統計とまるで違う。この落差が、現在の中国の特徴だ

ろう。つまり国内では相当に活発なはずだが、国際的

には見えにくい。

同じことは組織についても成り立つ。私が訪問した

清華大学や中国科学院は、6年前でもすでにFDDIの

LANが敷設されており、説明に使われたコンピュータ

はシリコングラフィックスであった。それだけの設備を持

ちながら、学外や研究所外との接続は低速度に留まっ

ていた。

このような状況が急速に改善されつつある。

日本を抜く勢い

清華大学は、全国の大学の教育研究用のネットワー

クセンターを持ち、その運用を一手に担っている。その

ほかに、現在では北京の街中の大学、研究所を接続

する2つの光リングを持っている。市内の事情は大幅に

改善された。国際回線の拡充も時間の問題だろう。

私と同じ国際会議のために訪中した農水省の水島

明氏は、本年4月にも訪中している。その際に、中国科

学院のCSTNETが北京市内で毎秒10ギガビットの光

ファイバーを敷設中と聞いて感心した。これは日本の研

究機関のネットワークの水準を超える。また、同氏が4
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月にCSTNETと中国農業科学院のネットワーク

（CAASNET）とを高速に接続できたら嬉しいと表明し

たところ、7月末には毎秒100メガビット用の工事が完了

した。従来の毎秒2メガビットの速度から大幅に増速し

たという。

大学の建物も変化している。清華大学の現在のネッ

トワークセンターは古い建物で、それが改築中のため

に余計に混乱している。ところが、その建物の目の前に

は多数の新築の建築群が並び、その中央には芝生の

緑がまぶしい。いかにもリサーチパークの趣である。こ

の際立つコントラストが、現在の中国を象徴している。

そして変化は街中に及んでいる。

活気づく街

清華大学、北京大学のある海淀区は、北京の観光地

図には載らないような周辺地区である。この近辺が、中

国のシリコンバレーと呼ばれているそうで、電脳（パソコ

ン）を販売する店あり、ベンチャー企業ありで、活況を

呈している。この地区は北京の中心部よりも交通渋滞

がひどいと言われているほどだ。

そのような雰囲気は北京の街中にも充満している。デ

パートの入り口の傍らにインターネットプロバイダーの受

け付けコーナーがある。バスを塗装した広告にドットコ

ムの企業名が大きく書かれている。携帯電話の店は、

どこへ行っても大人気だ。

有名な北京の繁華街、王府井を歩いてみると、昔の

記憶にあった雑然とした商業ビルはなく、近代的なガラ

スの外装のビルに変わっていた。ずいぶんと変化した

ものだと清華大学の友人に感想を言うと「そうですか。

私は3年ほど王府井には行っていないので、わかりませ

ん」と答えが返ってきた。どこの国にも、遊びに行かず、

ひたすら働いている人々がいるものだ。

ごとう・しげき：早稲田大学 理工学部 情報学科教授。
APNG議長、APAN副議長などアジア太平洋のインター
ネット界で活躍している。
goto@goto.info.waseda.ac.jp後藤滋樹c o l u m n s
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